
不
空
訳
経
典

に
あ
ら
わ
れ
た
仏
身
観

の
特
色
-
そ

の
二
-

(
加

藤
)

不

空
訳
経
典

に
あ
ら
わ
れ

た
仏
身
観

の
特

色

-
そ
の
二
-

加

藤

精

一

問
題
の
所
在

不
空
三
蔵

(
A
m
g
h
a
v
a
j
r
a
 
7
0
5
-
7
7
4
)

は
真
言
密
教
付
法
の
第
六
祖

で
あ
る
と
同
時
に
、
羅
什

・
真
諦

・
玄
婁
三
蔵
と
並
び
称
さ
れ
る
中
唐

の
代
表
的
翻
訳
家
で
あ
る
。
彼
の
翻
訳
経
典
は
、
大
正
蔵
経
に
収
め
ら

れ
た
も

の
で

一
六
四
部
に
の
ぼ
り
、
そ
の
大
部
分
の

一
四
八
部
が
密
教

経
典
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
不
空
訳
経
典
を
細
か
く
検
討
し
て
み
る

と
、
密
教
の
仏
身
観
の
上
で
極
め
て
重
要
な
特
色
が
う
か
が
え
る
よ
う

に
思
う
。

こ
れ
を
端
的
に
述

べ
れ
ば
、
不
空
三
蔵
は
、
従
来

の
感
性
的

色
彩
の
強
い
イ

ン
ド
密
教
の
仏
身
観
に
、
大
乗
仏
教
の
発
達
し
た
論
理

を
導
入
し
て
、
全
く
新
し
い
密
教
の
理
論
づ
け
を
試
み
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
努
力
に
よ
つ
て
密
教
は
、
イ
ン
ド
で
派
生
的
に
生
じ
た

土
俗
的
宗
教
で
は
な
く
な
り
、
む
し
ろ
、
釈
尊
以
来
漸
次
に
発
展
し
て

き
た
仏
教

々
理
の
最
先
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な

る
の
で
あ

る
。

こ
れ
を
私
は

「
密
教
の
純
化
」
と
考
え
る
の
で
あ

つ
て
、
唐
の
中

期
に
お
け
る
善
無
畏

・
一
行

・
金
剛
智

・
不
空
等

の
純
化
を
第

一
段
階

と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
受
け
た
弘
法
大
師
空
海

の
努
力
は
第
二
段
階
と

い
え
る
。
そ
し
て
空
海
に
至

つ
て
密
教
の
純
化

は

一
応
完
成
し
た
と
考

え
て
よ
い
の
で
あ
る
。
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
は

一
昨
年
に
引
き
続
き
、
不

空
三
蔵
の
密
教
純
化
の
努
力
に
つ
い
て
で
あ
る
。

本
論

(1
)

前
回
に
挙
げ
た
特
色
は
次
の
五
項
目
で
あ
る
。

(1
)
 多
仏
的
仏
身
観
で
あ
る

「
一
切
如
来
」
を
五
仏
に
ま
と
め
た
こ
と

を
明
言
す
る

(『理
趣
釈
経
』
)

(2
)
 五
智
の
中
、
法
界
体
性
智
の
訳
語
は
不
空
訳
経
典
に
し
か
み
ら
れ

ぬ
。
こ
れ
は
五
智
思
想
の
体
系
化
に

つ
な

が
る
。
(『三
十
七
尊
出
生

義
』
ほ
か
四
部
)

(3
)
 唯
識
教
学
の
四
智
か
ら
発
展
し
た
五
智
と
、
金
剛
頂
経
系
統
の
曼

茶
羅
か
ら
の
五
仏
を
結
び

つ
け
て
「
五
智
は
五
仏
に
等
し
」
と
し
た
。

(『十
八
会
指
帰
』
ほ
か
十
一
部
)

(4
)
 大
乗
仏
教
に
お
け
る
法
報
応

の
三
身
と
、
自
性
、
受
用
、
変
化
、
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等
流

の
四
身
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
人
格
的
法
身
を
理
論
づ

け
よ
う
と
し
て
い
る
。
(『
分
別
聖
位
経
』
ほ
か
四
部
)

(5)
 
以
上
の
特
色
は
、
す
べ
て
、
弘
法
大
師
空
海
の
仏
身
観
の
重
要
な

基
礎

に
な
つ
て
い
る
。

こ
れ
に
続
け
て
項
目
を
挙
げ
説
明
す
る
。

(6)
 
小
乗
教

・
大
乗
教
を
超
え
た
新
し
い
教
え
の
教
判
を
打
出
し
て
い

る
こ
と
。

『
分
別
聖
位
経
』
の
序
で
不
空
三
蔵
は
三

つ
の
仏
身
を
挙
げ
て

い

(2
)
る
。
則
ち

「如
来
の
変
化
身

(釈
尊
)」
と

「報
身
毘
盧
遮
那

(大
乗
諸

教
の
教
主
)
」
及
び

「
自
受
用
仏
」
で
あ
る
。
こ
の

「自
受
用
仏
」
は
小

乗

・
大

乗
と
は
別
の
仏
身
を
意
味
し
て
お
り
、

い
わ
ば
第
三
の
仏
身
で

あ
る
。

そ
し
て
、
『分
別
聖
位
経
』
の
本
文
は
、
す
べ
て

「自
受
用
仏
」

に
つ
い
て
の
説
明
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
正
に
、
真
言
密
教

(不
空

三
蔵
は
真
言
陀
羅
尼
宗
と
い
う
)
の
教
判
を
目
指
し
て
い
る
に
他
な
ら
な

い
。
『
三
十
七
尊
心
要
』
や

『
三
十
七
尊
出
生
義
』
に
も
こ
れ
と
全

同

の
趣
旨
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
注
意
す

べ
き
は
、
不
空
三
蔵
は
、
こ
の
「自

受
用
身
」
な
る
仏
身
を
直
ち
に
法
身
な
り
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
応

身
で
も
な
く

一
般
大
乗
教
の
報
身
で
も
な
い
仏
身
を
自
受
用

身
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
自
受
用
身
が
三
身
の
う
ち
の
法
身
に
当

る
と
明
言

し
た
の
は
後
世
の
弘
法
大
師
空
海
で
あ
る
。

真
言
門

が
大
乗
仏
教
と
は
違
う
の
だ
と
い
う
こ
う
し
た
教
判
的
な
理

 こ

ぞ
 

論
づ
け
は
、
『
理
趣
釈
経
』
に
も
、
『十
八
会
指

帰
』
に
も
、
『
不
空
三

 ろ
 

蔵
表
制
集
』
に
も
、
あ
る
い
は
不
空
訳

『
菩
提

心
論
』
に
も
は

つ
き
り

う
か
が
え
る
の
で
あ
り
、
善
無
畏

・
一
行

の
『
大
日
経
疏
』
と
並
ん
で
、

弘
法
大
師
空
海
に
よ
る
真
言
宗
開
創
の
確
固
た
る
よ
り
ど
こ
ろ
に
な

つ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

(7)
 
四
種
曼
茶
羅

の
思
想
が
、
不
空
訳
経
典
で
は
じ
め
て
薪
し
く
生
ま

れ
変
つ
て
い
る
こ
と
。

四
種
曼
茶
羅
は
、
仏
の
相
を
あ
ら
わ
す
重
要
な
論
法
で
、
弘
法
大
師

空
海
に
至
る
と
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
即
身
成
仏

の

一
つ
の
論
証
に
用
い

ら
れ
て
く
る
。

曼
茶
羅
を
大
曼
茶
羅
、
三
昧
耶
-
、

法
-
、

朔
磨
-
の

四
つ
に
分
類

し
、
し
か
も
、
こ
の
四
曼
は
互
い
に
渉
入
し
別
な
も
の
で
は
な
い
と
い

う
論
法
は
、
不
空
訳
の

『
十
八
会
指
帰
』
『理
趣
釈
経
』
の
二
部

に
は

つ
き
り
打
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『
十
八
会
指
帰
』
の
第
四
会
で
、

「
金
剛
蔵
等

の
八
大
菩
薩
あ
り
、

一
一
の
尊
お
の
お
の
四
種
曼
茶
羅

を
説
く
。
(中
略
)
四
種
曼
茶
羅
と
は
い
わ
ゆ
る

大
曼
茶
羅
、

三
昧
耶

(
6
)

-
、

法
-
、

掲
磨
-
な

り
」
と
い
い
、
詳
し
く
読
ん

で
み
る
と
、
『十

八
会
指
帰
』
で
は
金
剛
頂
経
十
八
会

の
す

べ
て
に
四
種
曼
茶
羅
が
説
か

れ
て
お
り
、

こ
れ
を
い
い
か
え
れ
ば
、
金
剛
頂
経
で
は
、
大
乗

の
多
く

の
仏
身
を
四
種
曼
茶
羅
で
統
括
し
、
こ
れ
を
大

日
如
来
で
統

一
す
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
解
釈
し

て
い
る
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
『十

八
会
指
帰
』
の
結
び
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

不
空
訳
経
典

に
あ
ら
わ
れ
た
仏
身
観

の
特
色
-
そ

の
二
-

(
加

藤
)

-197-



不
空
訳
経
典
に
あ
ら
わ
れ
た
仏
身
観
の
特
色
-
そ
の
二
-

(加

藤
)

「
(金
剛
頂
)
喩
伽
教
の
十
八
会
、
或
は
四
千
頒
、
或
は
五
千
頚
、
或

は
七
千
頒
、
都
て
十
万
碩
を
成
ず
。

五
部
四
種
曼
茶
羅
四
印
を
具
し
、

三
十
七
尊
を
具
す
。

一
・
一
の
部
は
三
十
七
を
具
し
、
乃
至

一
尊
は
三

十
七
を
具
し
、
乃
至

一
尊
は
三
十
七
を
成
す
。
ま
た
四
曼
茶
羅
四
印
を

具
す
。
互

い
に
相
い
渉
入
す
。
帝
釈
網
の
珠
の
光
明
が
交
映
し
展
転
し

て
無
限
な
る
が
如
し
」
そ
し
て
逐
に
は
五
部
も

「
互
い
に
円
融
し
、
如

来
部
即
金
剛
、
蓮
華
部
即
宝
部
、
互
い
に
相
い
渉
入
し
、
法
界
即
真
如
、

(7
)

般
若
即
実
際

(中
略
)
本
に
於
て
は
即
ち

一
体
な
り
」
と
な
る
の
で
あ

る
。不
空
三
蔵
が
四
種
曼
茶
羅
に
よ
つ
て
仏
身
観
を
統

一
し
た
成
果
を
、

弘
法
大
師
空
海
は
、
仏
と
自
分
と
は

一
体
で
あ
る
と
す
る

い
わ
ゆ
る

「即
身
成
仏
」
の
論
証
に
発
展
さ
せ
た
結
果
、

「
四
種
曼
茶
お
の
お
の
離
れ
ず
、

重
々
帝
網
な
る
を
即
身

と
名

ず

(8
)
く
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

不
空
三
蔵
の
師
、
金
剛
智
三
蔵
訳
の

『念
諦
結
護
法
普
通
諸
部
』
に

は
、
求
願
観
想
法
を
説
く
中
に
、
息
災
曼
茶
羅
、
増
益
-
、
逐
法
-
、

降
怨
-
の

四
種
の
曼
茶
羅
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
は
単
な
る
観
法
の

(9
)

四

つ
の
方
法
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

(8)
「
即

身
成
仏
」
、
「
即
成
仏
身
」
、
「即
凡
即
聖
」
な
ど
の
訳
語
は
不

空
訳
経
典
に
し
か
み
ら
れ
ぬ
こ
と
。

即
身
成
仏
思
想
は
、
弘
法
大
師
空
海
に
よ

つ
て
体
系
化
さ
れ
た
真
言

密
教
の
大
き
な
柱
の

一
つ
で
あ
る
。
で
は
弘
法
大
師
が

「即
身
成
仏
」

と
い
う
表
現
を
ど
こ
か
ら
引
用
し
た
か
と
い
え
ば
、
竜
猛
菩
薩
造
、
不

空
訳
の

『金
剛
頂
鍮
伽
中
発
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
論
』
(通
称

『
菩

提
心
論
』)
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
則
ち
そ
の
文
中
に
、

「
け
だ
し
真
言
法
の
中
に
の
み
即
身
成
仏
す
る
が
故
に
、
三
摩
地
の

け
つ

法
を
説
く
。

諸
教
の
な
か
に
於
て
は
閾
し
て
書
せ
ず
」
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
密
教
経
典
を
調

べ
て
み
る
と
、
「
即
身
成
仏
」
の
語

は
、

不
空
訳
の

『
如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
現
身
成
仏
金
輪
呪
王
経
』
に
有
情
決

定
成
仏
真
言
を
釈
す
中
、
「仏
こ
の
真
言
を
説
き
お
わ
つ
て

(
中
略
)
重

ね
て
即
身
成
仏
の
大
海
印
を
説
く
。
又
、

三
昧
耶
印
と
名
つ
く
。

も
し

諸
の
仏
子
、
即
身
成
仏
を
得
ん
と
欲
せ
ば
ま
さ
に
こ
の
観
を
修
す

べ
し
。

(10
)

よ
く
凡
夫
の
父
母
所
生
身
を
し
て
即
ち
仏
身
を
成
ぜ
し
む
」
と
あ
り
、

又
同
じ
く
不
空
訳
の

『宝
悉
地
成
仏
陀
羅
尼
経
』
に
、
「
も
し
衆

生
あ

つ
て
即
身
成
仏
し
、
有
情
を
度
せ
ん
と
欲
わ
ば
、
有
情
と
諸
仏
と
平
等

(1
1
)

一
相
妙
智
大
印
を
結

べ
」
と
あ
る
。

又
、
不
空
訳

『理
趣
釈
経
』
に
は
、
「
即
事
即
理
。
理
事
不
相
磯
故
。

(12
)

即
凡
即
聖
。
性
相
同

一
真
如
也
。
」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
密
教
経
論
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
言
葉
が
み
ら
れ
る

も
の
は
、
す
べ
て
不
空
訳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

(9)

大
乗
仏
教
の
理
論
を
密
教
に
配
当
し
て
、
密
教
の
新
し
い
理
論
形

成
を
試
み
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
は
、
善
無
畏
三
蔵
の

『大
日
経
疏
』
に
も
は
つ
き
り
う
か
が
え

る
重
要
な
特
色
で
あ
る
が
、
不
空
訳
経
典
の
中
で
は

『
分
別
聖
位
経
』
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『
十
八
会
指
帰
』
『
三
十
七
尊
心
要
』
『
三
十
七
尊
出
生
義
』
『
理
趣
釈

経
』
に
特

に
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
を
挙
げ
れ
ば
数
多
い
が
、
特
に
仏

・

菩
薩

・
仏
身

・
仏
性
に
関
す
る
も
の
を
抽
出
す
れ
ば
次
の
様
で
あ
る
。

イ
、
四
摂
法

(布
施
、
愛
語
、
利
行
、
同
事
)
と
四
菩
薩

(鉤
、
索
、
鎖
、

(13
)

鈴
)
と
の
接
続
。

ロ
、
三
聚
浄
戒

(摂
律
儀
戒
、
摂
善
法
戒
、
饒
益
有
情
戒
)
と
三
身

(毘

盧
遮
那
如
来
満
法
界
身
如
々
之
体
、
毘
盧
遮
那
如
来
円
満
報
身
、
釈
迦
牟
尼
如

(
14
)

来
化
身
)
↓
断
徳
、
智
徳
、
恩
徳
と
の
配
当
。

ハ
、
六
波
羅
蜜
を
印

・
真
言

・
観
行
に
密
教
化

し
て
、
「修

行
者
、

六
波
羅
蜜
印
を
結
び
、
六
波
羅
蜜
真
言
を
諦
し
、
六
波
羅
蜜
観
門
に
住

(15
)

せ
ば
、
即

ち

一
切
如
来
解
脱
如

々
智
に
同
ず
る
な
り
、
法
身
な
り
」
と

す
る
。
二
、
庵
麿
賀
…
…
以

下
の
十
七
字
の
密
言
を
十
七
大
菩
薩
の
種
子
と

(16
)

解
釈
す
る
。

(17
)

ホ
、
梵
天
並
び
に
七
母
天
の
八
天
を
八
供
養
菩
薩
に
配
当
す
る
。

ヘ
、
慶
度
鶉
曜
三
兄
弟
を
梵
王
、
那
蝿
延
、
摩
醸
首
羅
の
三
天
の
異

名
と
し
、

更
に
こ
の
三
天
は
仏
法
の
三
宝
三
身
を
表
わ
す
と
す
る
。
則

ち
梵
王
=
仏
宝
=
金

剛
薩
錘
、
那
曙
延
=
法

宝
=
観

自
在
菩
薩
、
摩
醸

首
羅
陛
僧
宝
=
虚

空
蔵
菩
薩
と
配
当
し
、
而
も
こ
の
三
者
は
毘
盧
遮
那

の
菩
提
心
中
よ
り
流
出
す
る
と
い
う
密
教
的
な
解
釈
を
お
こ
な
つ
て
い

(18
)
る
。ト
、
四
姉
妹
と
四
波
羅
蜜

(常
波
羅
蜜
、
楽
-
、
我
-
、
浄
-
、
)
と
の

(19
)

接
続
。
チ
、
『理
趣
経
』
の

「
左
手
作
金
剛
慢
印
」
を
新
解
釈
し
、
「
左
道
左

(20
)

行
の
有
情
を
し
て
順
道
に
帰
せ
し
む
る
た
め
な
り
」
と
す
る
。

リ
、
咋
字
は
因
の
義
な
り
、
因

の
義
と
は
い
わ
ゆ
る
菩
提
心
為
因
で

(21
)

あ
る
こ
と
か
ら
、

一
切
如
来

の
菩
提
心
を
指
す

と
い
う
新
解
釈

ヌ
、
十
六
執
金
剛
神
を
も
つ
て
、

一
切
如
来
勇
健
の
菩
提
心
所
生
化

(
22
)

な
り
と
す
る
。

こ
の
部
分
は

『
大
日
経
疏
』
の
表
現
と
似
て
い
る
。

ル
、
金
剛
手
と

一
切
義
成
就
菩
薩
と
の
関
係
を
明
示
し
て
い
る
。
則

ち

二

切
義
成
就
菩
薩
と
は
普
賢
菩
薩
の
異
名

で
あ
り
、
金
剛
手
も
本

は
普
賢
で
あ
つ
て
、
砒
盧
遮
那
仏
の
二
手
掌
よ
り
親
し
く
五
智
金
剛
杵

(23
)

を
受
け
灌
頂
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
金
剛
手
と
い
う
」
と
あ
り
、
こ

れ
は
、
大
日
如
来
と
釈
尊
と
の
関
係
を
知
る
重
要
な
定
義
に
な
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
不
空
訳
経
典
に
み
ら
れ
る
新
解
釈
と
配
当
は
、
後

の
真
言
密
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

(10
)
「等
流
身
」
と
い
う
訳
語
は
不
空
訳
経
典
に
し
か
み
ら
れ
ぬ
こ
と
。

仏
身
を
四
種
に
分
類
し
、
自
性

・
受
用

・
変
化

・
等
流
と
す
る
の
は
、

(24
)
 

(
25
)

不
空
訳
の

『十
八
会
指
帰
』
と

『
分
別
聖
位
経
』
(ニ
ケ
所
)
の
二
部
だ

け
で
あ
る
。
金
剛
智
訳
の
経
典
に
も

一
ケ
所

「
等
流
」
の
語
が
み
ら
れ

る
が
、
「
等
流
す
る
」
と
い
う
動
詞
に
用
い
ら
れ
た
も

の
で
、
四
種
身

と
は
関
係
が
な
い
。
干
潟
竜
祥
博
士
は
、
等
流
身
は

『
入
樗
伽
経
』
の

(
26
)

n
a
irm
a
n
ik
a
を

不

空

三
蔵

が

命

名

し

た

も

の

と
推

論

さ

れ

て

お

り
、

不
空
訳
経
典

に
あ

ら
わ
れ
た
仏
身
観

の
特
色
-
そ

の
二
-

(
加

藤
)
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不
空
訳
経
典
に
あ
ら
わ
れ
た
仏
身
観
の
特
色
-
そ
の
二
-

(加

藤
)

そ
の
点
は
同
感
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
四
種
法
身
」
な

る
語

は
、
金
剛

智
訳
と
伝
え
ら
れ
る

『
金
剛
峯
楼
閣

一
切
喩
伽
喩
祇
経
』
に

一
ケ
所
、

不
空
訳

『
宝
悉
地
成
仏
陀
羅
尼
経
』
に

一
ケ
所
み
え
る
だ
け
で
あ
り
、

い
ず
れ
も

「等
流
身
」
と
の
関
係
は
示
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

不
空
三
蔵
が
四
種
法
身
の
概
念
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
。

結
語

以
上
述

べ
き
た

つ
た
不
空
訳
経
典
に
お
け
る
仏
身
観
の
数

々
の
特
色

を
綜
合
し
て
み
る
と
、
不
空
三
蔵
の
密
教
純
化
の
努
力
は
、
従
来
考
え

ら
れ
て
き
た
以
上
に
は
る
か
に
進
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の

で
あ
る
。
大
乗
仏
教
を
超
え
た
真
言
陀
羅
尼
宗
と
い
う
新
し
い
教
え
を

す
で
に
開
き
、
そ
の
仏
身
観
の
違
い
も
か
な
り
理
論
的
に
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
空
三
蔵
の
密
教
純

化
の
努
力
は
金
剛
頂
経
系
統
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、

自
受
用
身
を
強
調
す
る
も
の
の
い
ま
だ
そ
れ
が
法
身
大
日
如
来
で
あ
る

こ
と
ま
で
は
明
言
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
後
の
弘
法
大
師
空
海
に
よ

つ
て
補
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
点
も
多
い
の
で
あ
る
。
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